
別記様式14号

警察署協議会県央ブロック会議議事概要

日 時 令和５年12月20日(水) 14時00分～15時30分

場 所 川棚警察署４階講堂

警 川棚警察署協議会 警 川棚警察署
察 朝長会長 三坂会長代理 察 山口署長 山口副署長
署 諫早警察署協議会 署 諫早警察署
協 岸本会長 田方会長代理 松本署長 柴尾警務課長

出 席 者 議 大村警察署協議会 大村警察署
会 松尾会長 小林会長代理 松尾署長 中村警務課長

公安委員会 森委員

書 記 川棚警察署 警務係長

１ 川棚警察署協議会会長挨拶

２ 川棚警察署長挨拶

３ 長崎県公安委員会委員挨拶

４ 協議テーマ「各署における地域安全活動に係る効果的取組事例」

について

(1) 川棚警察署

川棚警察署長から、次のとおり説明があった。

ア 当署管内におけるニセ電話詐欺認知状況等

(ｱ) 認知件数・被害総額

(ｲ) 特徴・主な手口

ａ 認知件数・被害総額は増加傾向

ｂ 主な手口

架空料金請求詐欺、融資保証金詐欺、金融商品（その他の名目）詐欺

(ｳ) 課題等

会議の状況 ａ 水際対策や詐欺被害の認識があれば防止できたものが多い。

ｂ 被害未然防止件数も増加しており、関係機関、地域住民

との更なる連携及び啓発活動の展開

イ 当署管内における交通事故の発生状況等

(ｱ) 交通事故発生件数

(ｲ) 特徴

ａ 昼間の事故が多く、国道以外でも交通事故が発生している。

ｂ 漫然運転による車両の追突事故が多い。

(ｳ) 課題

ａ 「安全横断手のひら運動」の浸透

ｂ 交通事故発生時における国道の渋滞対策

ウ 管内住民の心に響く効果的な広報啓発活動

(ｱ) 管内各地区サロン、各種会合等での防犯・安全講話の実施

(ｲ) 学童、学校における交通安全教室、自転車安全教室等安全

講話の実施

(ｳ) 各種イベントにおけるキャンペーンの実施
(ｴ) 波佐見ケーブルテレビによる定期的な広報の実施
(ｵ) 女性アイドルグループを活用した広報啓発活動の実施



(2) 諫早警察署
諫早警察署長から、次のとおり説明があった。

ア 本年７月26日発生の山岳遭難事案概要
イ 発生時の措置
(ｱ) 関係機関・団体への連絡

「諫早市多良山系レスキューネットワーク協議会」（平成
30年発足）の会員（諫早市、諫早消防団、諫早消防署、諫早
山岳会）へ連絡した。

(ｲ) 現地対策本部の設置
関係機関・団体の代表者が集結し、連日、捜索方法、捜索

範囲等の打合せを実施した。
ウ 関係機関・団体と連携した捜索活動の実施
(ｱ) 山岳会・消防署・消防団・市役所

諫早市の関係機関・団体のほか、大村市の関係機関・団体
も従事した。

(ｲ) 捜索活動の実施
発生から８日間、関係機関・団体延べ505人体制で捜索活動

を実施したが、遭難者は遺体で発見された。
エ レスキューネットワーク協議会での情報交換・情報共有及び
登山訓練の実施
(ｱ) 諫早市多良山系レスキューネットワーク協議会を開催し、
情報交換・情報共有に努めた。

(ｲ) 諫早市多良山系レスキューネットワーク協議会会員との登
山訓練を実施した。

(3) 大村警察署
大村警察署長から、次のとおり説明があった。

ア 現状
コロナ禍の影響のため、様々な警察活動が制限を受け、地域

警察全体の知識・実務能力の低下が懸念されている。
イ 目的

地域警察官に対して挙署一体となった指導教養を行うことに
より、地域警察官の現場執行力を強化、犯罪及び交通事故の抑
止を目的としている。

ウ 体制の構築
署長を長とし、地域警察官のほか、生活安全課、刑事課、交

通課及び警備課員を構成員とし、「積極的街頭活動プロジェク
-ＧＡＴ（オーガッツ））を設置トチーム（通称Ō

エ 主な取組状況
(ｱ) 自治体と共同したスケートボード騒音問題への取組
(ｲ) 交通課員と連携した交通指導取締り
(ｳ) 自転車利用者に対するマナーアップ運動の推進
(ｴ) 自転車駐輪場等での自転車盗抑止活動の推進
(ｵ) 再任用職員を指導者とした巡回連絡同行指導
(ｶ) 署員の団結力強化を目的としたオリジナルＴシャツの作成

オ 効果
(ｱ) 地域警察官の業務への取組意欲及び職務執行能力の向上
(ｲ) 警察署員の団結力の向上
(ｳ) 住民等からの良好な反響
長崎県公安委員会委員講評５

そ の 他 本会議は、協議会委員の全員一致により公開と決定された。


